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「ガイドラインに沿って
治療を」と語る須崎氏＝
６月19日、Ｍ＆Ｄホール

より良い職場環境や従業員の定着
にも有効と説く桂氏＝６月18日、
保険医会館　　　　　　　　　　や

米
国
通
商
代
表
部
「
２
０
１
６
外
国
貿
易
障
壁
報

告
書
」
で
は
、「
か
ん
ぽ
生
命
」
と
「
共
済
」
の
名

を
挙
げ
て
、
民
間
保
険
会
社
と
同
等
の
規
制
を
課
す

べ
き
で
あ
る
と
要
求
。
米
国
が
規
制
を
求
め
る
「
共

済
」
に
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
や
全
労
済
、
生
協
共
済
な
ど

協
同
組
合
が
行
う
共
済
制
度
の
ほ
か
、
各
団
体
が
会

員
の
た
め
に
行
う
助
け
合
い
の
共
済
制
度
も
含
ま
れ

る
。
そ
の
加
入
規
模
は
２
０
０
兆
円
を
超
え
る
。
米

国
は
す
べ
て
の
共
済
を
金
融
庁
の
監
督
下
に
置
き
、

保
険
業
法
に
よ
る
監
督
を
求
め
て
い
る
。
仮
に
共
済

制
度
が
保
険
業
法
の
対
象
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
共

済
が
保
険
会
社
と
な
る
か
、
民
間
保
険
に
よ
る
事
業

継
続
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

共
済
団
体
は
、
組
織
活
動
の
一
つ
と
し
て
共
済
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度
だ
け
で
は
不
十

分
な
部
分
を
共
済
制
度
が
補
う
な
ど
、
国
民
生
活
の

安
定
に
寄
与
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
こ
う
し
た
助

け
合
い
の
制
度
を
解
体
し
、
日
米
の
巨
大
保
険
会
社

の
草
刈
り
場
と
す
る
こ
と
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

◇

　

※
同
措
置
は
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
各
国
で
重
視
さ
れ
て
き
た
政
府
介
入
の
一
つ

で
、
そ
の
有
効
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
全
体
で
最
重
要

項
目
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
が
金
融
分
野
だ
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
は
、
消
費
者
や
国
民
生
活
よ
り
も
、
投
資
家
や

国
際
的
な
巨
大
金
融
機
関
の
営
業
の
自
由
が
最
優
先

さ
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

◇

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
各
国
政
府
の
金
融
政
策
に
関
す
る
主

権
さ
え
左
右
す
る
。
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
金
融
危
機
へ
の
政
府
対
応
よ
り
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

ル
ー
ル
が
優
先
さ
れ
る
。
そ
の
筆
頭
が
、
自
国
が
金

融
危
機
に
陥
っ
た
際
に
政
府
が
行
う
金
融
安
定
化
対

策
へ
の
規
制
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
も
と
で
は
、
政
府
が
す

べ
て
の
金
融
機
関
に
対
し
て
監
視
・
規
制
を
行
う

「
マ
ク
ロ
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
措
置
」（
※
）
な
ど
が

禁
止
さ
れ
か
ね
ず
、
金
融
危
機
の
国
民
生
活
へ
の
波

及
を
抑
制
す
る
た
め
の
金
融
政
策
さ
え
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

金
融
に
関
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
脅
威
は
こ
れ
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
金
融
分
野
は
、
保
険
業
務
、

銀
行
業
務
、
そ
の
他
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
３
分

野
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
、
特
に
懸
念

さ
れ
て
い
る
の
は
、
保
険
・
共
済
業
務
だ
。

　

在
日
米
国
商
工
会
議
所
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
の
意
見
書

各国政府の金融政策をも左右

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠
5　

米
保
険
会
社
に
市
場
開
放

　

従
業
員
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
た
め
に
、
雇
用
契
約
の

締
結
と
年
次
有
給
休
暇
を
法

の
定
め
る
と
お
り
に
付
与
す

る
仕
組
み
の
重
要
性
を
指
摘

し
た
。

　

具
体
例
と
し
て
、
研
修
医

の
待
遇
に
つ
い
て
法
定
の
最

低
賃
金
を
下
回
っ
て
就
労
さ

せ
ら
れ
な
い
こ
と
や
パ
ー
ト

従
業
員
に
対
し
て
も
年
次
有

給
休
暇
の
付
与
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
法
令
等
の
不
知
が
事
業

主
を
免
責
さ
せ
る
こ
と
は
な

い
と
も
強
調
し
た
。

　

次
回
は
「
給
与
計
算
」
を

テ
ー
マ
に
７
月
23
日
に
開
催

予
定
。

（
中
央
区
・
宇
治
田
竜
一
）

ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

好
志
郎
氏
が
講
演
。
20
人
が

参
加
し
た
。
全
３
回
で
予
定

し
て
い
る
雇
用
管
理
対
策
の

１
回
目
。

　

桂
氏
は
、
雇
用
に
伴
う
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
だ
け
に
と

に
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

冷
水
痛
に
つ
い
て
は
、
フ

ロ
ア
ラ
ブ
ル
Ｃ
Ｒ
で
一
層
又

は
全
部
充
填
す
る
と
応
力
を

緩
和
す
る
た
め
痛
み
が
発
生

し
に
く
い
と
し
た
。

　

Ｃ
Ｒ
充
填
で
は
、
使
用
し

て
い
る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
材
の

性
状
を
理
解
し
、
性
状
に
適

し
た
治
療
を
心
が
け
る
こ
と

を
強
調
。onestep

の
場
合

は
「
か
な
り
多
め
に
塗
布
し

て
擦
る
↓
待
つ
↓
し
っ
か
り

エ
ア
ブ
ロ
ー
し
て
し
っ
か
り

照
射
重
合
さ
せ
る
」
こ
と
が

重
要
と
し
た
。
形
成
前
に
は

咬
合
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
レ
ジ

ン
・
エ
ナ
メ
ル
境
界
に
咬
合

圧
が
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

レ
ジ
ン
支
台
は
、
歯
質
の

高
さ
２
㍉
以
上
厚
さ
１
㍉
以

氏
。
圧
縮
強
度
は
高
い
一
方

で
、
引
っ
張
り
強
度
が
低
い

と
い
う
Ｃ
Ｒ
の
特
質
を
踏
ま

え
、「
Ｃ
Ｒ
充
填
の
長
期
安

定
の
た
め
に
は
歯
質
を
ど
れ

だ
け
残
せ
る
か
が
重
要
」
と

述
べ
た
。

　

破
折
は
、
臼
歯
の
イ
ン
レ

ー
の
置
き
換
え
で
起
こ
り
や

す
い
と
強
調
。
ス
ラ
イ
ス
カ

ッ
ト
の
よ
う
な
解
放
角
の
大

き
い
症
例
で
は
不
可
能
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

褐
線
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
バ
ー
よ
り
カ
ー
バ
イ

ド
バ
ー
で
研
磨
す
る
方
が
、

バ
リ
が
取
れ
て
変
色
の
予
防

充
填
で
起
こ
り
や
す
い
、
破

折
、
褐
線
、
冷
水
痛
な
ど
の

対
処
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

１
１
４
人
が
参
加
し
た
。

　

「（
う
蝕
治
療
は
）
公
開

さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
治
療
を
行
う
こ
と

が
重
要
」
と
述
べ
た
須
崎

　

臨
床
・
学
術
部
は
６
月
19

日
、
Ｃ
Ｒ
修
復
・
レ
ジ
ン
支

台
築
造
を
テ
ー
マ
に
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
６
月
度
生
涯
研
修

講
座
を
開
催
し
た
。
須
崎
明

氏
（
愛
知
県
開
業
、
愛
知
学

院
大
学
歯
学
部
非
常
勤
講

師
）
が
講
師
を
務
め
、
Ｃ
Ｒ

ど
ま
ら
ず
、

「
よ
り
良
い
職

場
環
境
を
つ
く

り
、
従
業
員
の

定
着
を
図
る
た

め
に
も
、
労
働

基
準
法
に
則
っ

た
ル
ー
ル
作
り

は
不
可
欠
」
と

強
調
し
た
。　

　

経
税
部
は
「
ス
タ
ッ
フ
雇

用
の
基
礎
知
識
〜
新
規
採
用

時
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て

６
月
18
日
、
雇
用
講
習
会
を

大
阪
府
保
険
医
会
館
で
開

き
、
協
会
顧
問
社
労
士
の
桂

し
、
歯
質
は
極
力
残
し
、
三

壁
以
上
充
分
な
歯
質
が
あ
れ

ば
ポ
ス
ト
は
不
要
で
あ
る
な

上
が
基
本
と
述
べ
た
。
上
顎

の
場
合
は
咬
合
力
に
抵
抗
す

る
口
蓋
側
の
歯
質
が
大
切
と

経税部

労基法に基づくルールを
桂氏〝信頼関係構築が不可欠〟

６　 月　 度
生涯研修講座
臨床・学術部

Ｃ
Ｒ
充
填
の
勘
所
を
解
説

須
崎
氏〝
歯
質
ど
れ
だ
け
残
せ
る
か
〞

保
団
連
第
１
回
代
議
員
会

協
会
か
ら
３
氏
が
発
言

め
る
と
し
た
。

４
１
０
０
人
め
ざ
し

　

戸
井
氏
は
、「
歯
科
医
療

は
平
和
と
人
間
ら
し
い
豊
か

な
生
活
を
基
盤
と
す
る
医

療
」
と
述
べ
、
①
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
府
民
に
提
供

す
る
②
会
員
の
権
利
と
経
営

を
守
る
―
こ
と
を
目
的
に
会

員
を
増
や
し
て
き
た
こ
と
を

報
告
。
地
区
組
織
を
基
盤
に

し
た
自
治
体
と
の
交
渉
や
子

ど
も
の
無
保
険
問
題
、
学
校

歯
科
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

16
年
度
は
３
〜
４
月
に
50

人
を
超
え
る
会
員
を
増
や
し

た
こ
と
と
11
番
目
の
地
区
・

泉
州
地
区
が
発
足
し
た
こ
と

を
紹
介
。
来
年
３
月
ま
で
に

４
１
０
０
人
を
目
指
し
会
員

の
増
加
に
努
め
る
と
し
た
。

　

小
澤
氏
は
２
０
１
６
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ

れ
た
、「
か
強
診
」
の
問
題

点
に
つ
い
て
文
書
発
言
。
同

一
の
治
療
や
医
学
管
理
に
た

い
し
、
施
設
基
準
に
よ
っ
て

保
険
医
療
に
一
物
二
価
、
三

価
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
を

批
判
し
た
。〝
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
〞
が
、
十
分
な

論
議
も
な
く
、
一
方
的
に
導

入
さ
れ
た
と
し
、
全
患
者
に

平
等
な
医
療
を
提
供
す
る
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
指

摘
。
６
月
に
実
施
し
た
診
療

報
酬
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏

ま
え
、
改
善
案
を
取
り
ま
と

改
善
へ
署
名
運
動

　

冨
本
氏
は
、
２
０
１
５
年

度
に
半
年
間
取
り
組
ん
だ

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
」
請
願
署
名

に
つ
い
て
口
頭
発
言
。
役
員

・
事
務
局
に
よ
る
会
員
訪

問
、
署
名
ハ
ガ
キ
入
り
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
活

用
し
、
２
万
８
千
筆
を
集
め

た
こ
と
や
毎
月
10
人
超
の
国

会
要
請
行
動
団
を
組
織
し
、

請
願
署
名
を
届
け
た
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

「
か
強
診
」を
批
判

　

保
団
連
は
第
１
回
代
議
員

会
を
６
月
26
日
、
東
京
都
内

で
開
催
し
た
。
歯
科
協
会
か

ら
小
澤
力
理
事
長
、
冨
本
昌

之
、
戸
井
逸
美
両
副
理
事

長
、
永
田
悦
夫
顧
問
が
参
加

し
、
署
名
運
動
の
意
義
、
診

療
報
酬
改
善
、
組
織
拡
大
に

つ
い
て
発
言
し
た
。

発
言
す
る
冨
本
副
理
事
長

＝
６
月
26
日
、
東
京　
　


